























































第 1節 アレクサンドロス大王―アレクサンドロス研究史の概要 
第 2節 美術史におけるアレクサンドロス研究と課題 
第 3節 本研究の目的 
 
第 1章 アレクサンドロスの肖像 
はじめに 
第 1節 芸術家について 
第 2節 アレクサンドロスの身体的特徴と気質 
第 3節 彫像作品における様式的分類 
まとめ 
 
第 2章 アレクサンドロスの存命期Ⅰ―肖像芸術家たちによる肖像 
はじめに 
第 1節 画家アペレス 
1.  ≪稲妻を持つアレクサンドロス≫ 
2. ≪アレクサンドロス・モザイク≫ 
第 2節 彫刻家ピュルゴテレス 
1.  ≪アレクサンドロスのカメオ≫ 
2.  ≪ネイソスの彫玉≫ 
第 3節 彫刻家リュシッポス 
1.  ≪アザラのヘルメス柱≫ 




第 3章 アレクサンドロスの存命期Ⅱ―肖像における表現と意図の変化 
はじめに 
第 1節 ルクソール神殿の浮彫群 









第 4章 アレクサンドロスの死後Ⅰ―征服側における受容と政治的利用 
はじめに 
第 1節 ≪クラテロス・モニュメント≫ 
1.  先行研究と制作の背景 
2.  「アレクサンドロスとの共演」が意味するもの 
第 2節 ヴェルギナ第 2 墓壁画≪狩猟図≫ 
1.  先行研究と問題の所在 
2.  被葬者と埋葬者の関係性―獅子狩りの表現を中心に 
まとめ 
 
第 5章 アレクサンドロスの死後Ⅱ―被征服側における受容と政治的利用  
はじめに 
第 1節 ≪アレクサンドロス石棺≫に関する先行研究 
1.  ≪アレクサンドロス石棺≫に表されているもの 
2. ネクロポリスと発掘史 
3.  諸問題の所在 
第 2節 浮彫「アレクサンドロスの戦闘場面」に関する図像解釈 























































第 2章 アレクサンドロスの存命期Ⅰ―肖像芸術家たちによる肖像 





























































第 3章 「アレクサンドロスの存命期Ⅱ―肖像における表現と意図の変化」 





















































































































































そして本稿第 4 章第 2 節において取り扱った、ヴェルギナから発見された第 2 王墓を飾
った≪狩猟画≫は、アレクサンドロスの表象の次の段階に位置付けられ得る。考察の結果、
筆者は第 2 墓の被葬者がフィリッポス三世アリダイオスであり、また埋葬者であると同時
に≪狩猟画≫の注文主と考えられるのは、彼の次にマケドニア王に即位したカッサンドロ
スであると結論付けた。カッサンドロスと考えられる≪狩猟画≫中央に表される騎馬像の
像容は、アレクサンドロスの死後後の権力者たちが彼の姿を模倣したように、アレクサンド
ロスの肖像を連想させるものであった。そして≪狩猟画≫では先王フィリッポス三世アリ
ダイオスの存在を必要とし、彼との密接な関係性が示されながらも、注文主であるカッサン
ドロスが主役として表されていた。以上からカッサンドロスの像容と、先王よりも自身を目
立たせて表すという表現は、アレクサンドロスの死後における彼の表象の展開の一例に位
置付けられる。 
さらに本稿第 5 章において取り扱った≪アレクサンドロス石棺≫もまた、東方遠征の被
征服地におけるアレクサンドロスの表象の展開において、重要な段階に位置づけられる。≪
11 
 
アレクサンドロス石棺≫の浮彫の一面「B面 獅子狩り場面」には、当該時期の権力者の存
在を必要とし、彼との密接な関係性を示しながらも、注文主であるシドンの王アブダロニュ
モスが主役として獅子と戦う姿が表されていた。注文主の後方から獅子狩りを援護する権
力者は特定出来ないながらも、ディアデマを着用するその像容は、やはりアレクサンドロス
の肖像を連想させるものであった。この権力者の像容はアレクサンドロスの表象の展開の
一例に位置づけられると同時に、本場面におけるアブダロニュモスと権力者の関係は、≪狩
猟画≫におけるカッサンドロスとフィリッポス三世アリダイオスを連想させるものでもあ
った。 
アレクサンドロスを表したとされる作品は膨大な数が知られており、本稿においてその
すべてを取り扱うことは出来なかった。このため本稿では数ある作品の中から、時系列に設
定した各章のテーマにおいて重要と思われる代表的な作品を取り上げて考察を行った。そ
のために考察対象とする作品数や時期を大きく制限せざるを得なかった点が、今後の課題
である。今後は作品、時代そして地域の考察対象を広げ、とりわけ東方遠征の被征服地にお
けるアレクサンドロスの表象研究を深めていきたいと考えている。 
